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センゴミシ Schisandra chinesis が基原植物で，こちらは中国
北東部〜朝鮮半島，本州の近畿地方から北海道にかけて分布
し，軽井沢近辺にも自生している落葉つる性木本で，北五味
子と言います。五味子とは酸，苦，甘，辛，鹹（カン）の五
つの味を持つ果実の意だそうです。なるほど，噛むと苦いよ
うな酸っぱいような複雑な味がします。
　また，サネカズラは，お正月のかるたでおなじみの小倉百
人一首に「名にし負はば逢坂山のさねかづら人に知られでく
るよしもがな」という三条右大臣の歌で登場いたします。
写真 1 サネカズラ（雄花）
写真 3 サネカズラ（果実）
写真 4 チョウセンゴミシ（花）
写真 2 サネカズラ（雌花）
写真 5 チョウセンゴミシ（果実）
写真 6 ゴミシ（五味子）
